
『糸島ふるさと応援寄附』 寄附額・寄附件数がともに過去最高に１
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■令和２年度の寄附実績および寄附額等の推移

◎寄付額：11億3,388万円（対前年度：約162％）
◎寄付件数：5万1,055件（対前年度：約188％）

【寄附額等の増加の理由】
◎返礼品数の増加（R元年度⇒R2年度）
楽天：680⇒1,300品、ふるぽ：450⇒680品、さとふる：340⇒350品
※糸島手造りハム、トリゼン、五洋食品などの他、クラフトや観葉植物
など、特定の返礼品や事業者に頼らずに、総合力で集金ができるよう
になってきた。

◎巣籠需要を含めたふるさと納税市場の成⻑
全国のふるさと納税の令和２年度の実績は、約6,725億円（対前年度：
約1.4倍）、約3,489万件（同：約1.5倍）。

◎各種PRによるサイトアクセス数の増加
SNS、メルマガ、記念日キャンペーン、返礼カタログ、ポストカード、
返礼ロゴシールなどにより、サイトのアクセス数を伸ばした
（※楽天アクセス数 R1.12月：9.8万⇒R2.12月：21.6万）。

■運用サイトを増設

現在運用サイトは、『楽天ふるさと納税』『ふるさとチョイス』『さとふる』の３サイト。
⇒本年10月から『ANAのふるさと納税』『ふるなび』の２サイトを追加し、計５サイトで運用。
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【参考：令和２年度の寄附額の内訳および主な活用事業】
使途 寄附額 割合 件数 主な活用事業

1.自然環境の保全 1億2,397万円 10.9% 5,092件 水産多面的機能発揮対策事業、市街地隣接公園高木伐採事業
2.市⺠活動の推進 1,322万円 1.2% 348件 校区避難所運営訓練事業、市⺠提案型まちづくり事業
3.都市基盤整備又は産業の振興 5,867万円 5.2％ 1,769件 波多江駅自由通路線整備事業、都市計画道路検証事業
4.子育ての環境又は子どもの教育の充実 2億5,331万円 22.3% 11,935件 いとしま天文台事業、公園遊具設置事業
5.市⺠の健康づくり又は福祉の向上 4,244万円 3.7% 1,931件 高齢者生活・健康調査事業、小学校区単位での健康づくり活動推進事業
6.文化財保護又は伝統文化の継承 2,368万円 2.1% 1,123件 国宝・重要文化財保存事業、伊都国歴史遺産活用事業
7.九州大学との連携によるまちづくり 4,366万円 3.9% 1,953件 九大寺子屋事業、健康支援プログラム研究開発事業
8.市⻑が特に必要と認めた事業 5億7,492万円 50.7％ 26,904件 小学校及び中学校施設改修事業、校舎大規模改造事業



９月４日から、満12歳以上の人の予約受付を開始。これにより、接種対象となる人すべての予約受付が可能となる。
なお、12歳未満の人は、12歳の誕生日を迎えた後、そのタイミングによりクーポン券（接種券）が発送される。（※詳細は以下のとおり）

新型コロナウイルスワクチン 接種対象者すべての予約受付を開始２
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■クーポン券（接種券）の発送および予約受付日

【参考：ワクチン接種状況】
■全体（12歳以上）（※８月23日現在）
・１回目接種：47,725人／約92,000人（接種率51.9%）
・２回目接種：35,973人／約92,000人（接種率39.1%）
・総 計：83,698回分／約184,000回分（接種率45.5%）

■高齢者（65歳以上）（※８月23日現在）
・１回目接種：27,891人／約31,000人（接種率90.0%）
・２回目接種：27,047人／約31,000人（接種率87.2%）
・総 計：54,938回分／約62,000回分（接種率88.6%）

■ワクチン接種の予約可能日

◎全国的な感染爆発が続く中、８月20⽇、福岡県への緊急事態宣⾔が発令され、９月12⽇まで実施されます。本市においても感染が
急拡大しており、特に若い世代の感染が顕著になっています。８月は30代以下の感染者が８割近くを占めています。

◎重症化の予防や集団免疫の獲得、医療機関の負担軽減など、ワクチン接種には大きな効果が期待されています。私達も接種推進に
全⼒で取り組んでいます。もう誰が感染してもおかしくない状況の中、積極的なワクチン接種にご理解とご協⼒をお願いします。

【感染拡大防止に向けたお願い】
・マスクの着⽤、⼿洗い・うがいの励⾏、３密回避、滞在スペースの換気など、引き続き基本的な対策に取り組んでください。
・発熱等で体調に少しでも不安のある場合は外出や出勤を控え、また、できる限り早く病院や保健所に相談してください。
・自身が陽性になった場合、大切な家族が陽性者や濃厚接触者となることなどを常に考え、自覚をもって⾏動してください。


